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e-1earningシステム "三重大学Moodle"を活用 した

図書館情報リテラシー講習会

杉田いづみ*1,柴田佳寿江*2,荒木奈々美*3

[抄録] 三重大学附属図書館では,情報リテラシー教育支援の一環として実施している学部初

期段階の学生を対象とした講習会で,e-1earningシステム "三重大学Moodle"を導入した｡
テキストの掲載,課題やアンケート等の実施をWeb上で行うことにより,学生 (受講生)と

図書館スタッフ (講師)の間でのインタラクティブな講習会が実施できるようになると同時

に,配布資料準備やアンケート集計作業等の省力化が実現した｡本報告では教育効果向上と経

費節減の両面から,e-1earningシステム …三重大学Moodle"導入のメリットと今後の展望を
述べる｡

[キーワード] e-1earningシステム,Moodle,情報リテラシー,教育支援,CourseManage-
mentSystem

は じ め に

三重大学は,学部生総数約 6,300名 (1学年約

1,400名),大学院生約 1,200名,人文 ･教育 ･

医学 ･工学 ･生物資源の5学部からなる総合大学

である｡三重大学附属図書館では,平成 12年度

以降,情報 リテラシー教育支援の一環として学部

初期 ･後期,大学院という学生の各段階に応じた

講習会を授業の中で実施 してきたが,この7年間

でネットワーク上の情報資源の利用環境が大きく

変わってきた｡学部初期段階の全学必修科目 ｢情

報科学基礎｣等で実施 している情報検索入門のア

ンケー ト結果を見ると,インターネットを使って

いる学生 は,平成 13年度の63%か ら18年度の

92%と,1.4倍になっている｡ネット上で自分の

興味のある情報を探した り,他人とコミュニケ-
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ションしたりする行為は,昨今の学生にとってご

く普通のこととなった｡図書館の講習会 もこのよ

うな情報活用環境や学生の行動パターンの変化に

対応しつつ,内容的にさまざまな工夫を重ねてき

た｡しかしながら,授業内容との禾離やその後の

活用が見られないことなど,行き詰まりを感 じる

ことも多かった｡

一方,三重大学では平成 17年度後期から全学

のe-1earningシ ス テ ム と してCMS:Course

ManagementSystemの1つであるMoodleをカ

スタマイズ し,e-1earningシステム "三重大学

Moodle"の試行 を開始 した｡Moodleについて

は,本号 ｢Moodleの解説 :システム構築 ･運営

の立場から｣で述べられているので,本稿では割

愛する｡Moodleを用いると,教材の掲載やレポ

ー トの提出,小テス トなどをWeb上で行 うこと

ができるほか,掲示板の機能 もあり,教員 と学

生,学生どうしのコミュニケーションを活性化す

るためのツール として使 うことができる｡ そこ

で,図書館ではMoodleをいち早 く講習会に取 り

入れ,状況の打破を図ることとした｡

本稿は三重大学附属図書館がMoodleというネ

ット上のコミュニケーションツールを活用した講
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習会を通して,学生どうし,学生と図書館,図書

館と教員のコミュニケーションを活性化し,効果

の高い講習会を目指してきた事例を紹介する｡

1. 導入の背景と成功の要因

1.1. 組 織

三重大学は ｢平成 17年度年度計画｣に,｢学生

のコミュニケーションカの潜蓑のため,プレゼン

テーション法の授業やe-learningを用いた授業

など,学生参加型の授業方法を拡充する｣ことを

掲げている｡ 三重大学がe-1earningシステムを

導入した目的は,コミュニケーションツールとし

て活用することであって,遠隔授業を実施するた

めではない点が特徴である｡

"三重大学 Moodle"の構築 ･運営の中心組織

は,高等教育創造開発センターおよび総合情報処

理センターである｡一方で,平成 18年度に総合

情報処理センターと附属図書館から構成される学

術情報ポータルセンターが設置された｡学術情報

ポータルセンターは ｢学内の教育 ･研究活動およ

び地域活動を支援する学内情報基盤整備のための

戦略を担うバーチャルなセンター｣として,｢学

内外 の ICT (InformationandCommunication

Technology)関連事業へのサポー トのための一

元化された情報窓口｣として機能している｡この

事業を通して,情報 リテラシー教育支援機能の強

化が推進されることとなったため,附属図書館は

組織的な位置づけから "三重大学 Moodle''の導

入がしやすい立場 となった｡

1.2.教員との信頼関係

過去数年間の情報 リテラシー教育支援を通 し

て,教育者 としての教員と図書館が非常に良好な

関係を築 くことができていたことも,重要な成功

要因の1つである｡情報検索入門を実施した初年

度は,講習会を授業で採用していただくための営

業活動と講習会の実施を自転車操業で行っていた

が,平成 13年度には事実上すべての学部初期段

階の必修授業 ｢情報科学基礎｣等の1-2コマで

採用され,共通教育機構の委員会でもその活動が

承認されることとなった｡授業における情報リテ

ラシー支援活動は,評価が得られなければ次へつ

ながらない (採用されない)ものである｡図書館

の活動の意義が既に認められていたことが,"≡

重大学 Moodle"導入が成功した大前提であった

と考えられる｡

1.3.パイオニアとしてのチャレンジ

平成 17年度後期に "三重大学 Moodle"の試

行が全学で始まった際,積極的に授業に取 り入れ

る教員は多 くはなかった｡"三重大学 Moodle''

を採用するメリットが末だ具体的に見えていなか

ったこと,導入に手間ひまをかける余裕がないと

思われたことが理由として考えられる｡一方,撹

業の一部で実施 している図書館の講習会に "三重

大学 Moodle"を取 り入れることについては,ほ

とんど抵抗がなかった｡むしろ図書館の取 り組み

を見て自分も勉強したいと思ったり,e-learning

システムには否定的なイメージを持っていたがな

かなか便利そうだという感想を持ってくれたりす

る教員が多かった｡

図書館の講習会には,一度に80-100名の規模

のものがある｡ 同時ログインにサーバがどれだけ

耐え得るかのテストケースとして,サーバ管理者

の総合情報処理センター担当教員にあらかじめ一

斉ログインの時間帯を伝え,万が一のトラブルに

備えて待機していただくなど,相互協力体制を取

ることもできた｡

このことに限らず,常に大学全体の状況を知る

ように心がけるなど,学内の動向にアンテナを張

り,学内外の機関や教員とのコラボレーションの

機会を探し,図書館の存在をアピールできるよう

努力し続けている｡情報リテラシー教育支援活動

の行き詰まりを感 じているところに "三重大学

Moodle''の試行が始まるという情報がタイミン

グよく聞 こえてきたのは,幸いであった と同時

に,附属図書館を含めた全学の関係部署の努力の

成果が,当時の情報 ･国際交流担当理事 (附属図

書館長 ･学術情報ポータルセンター長)の強いリ

ーダーシップの下で集約されたと言うこともでき

よう｡

2.導入の過程と実績

2.1.附属図書館が実施している講習会

三重大学附属図書館の情報リテラシー教育支援

講習会は,学部初期 ･後期,大学院という学生の
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各段階に応じて実施している｡学部初期段階の情

報リテラシー教育支援の内容は ｢図書館ツアー｣

と ｢情報検索入門｣である｡｢図書館ツアー｣は

30分程度で図書館を案内するもので,人文学部

と,教育学部の一部の専攻の授業で採用いただ

き,実施している｡｢情報検索入門｣は,｢情報リ

テラシー｣全体の説明 と,三重大OPAC,Web-

catplusの検索方法の紹介をしている｡

平成 18年度より従来の1コマコースに加え,

新たに2コマコースを新設した｡2コマコースの

内容は,1コマコースの内容に加え,レポー トの

書きかたの基本の説明と,レポー トを書く練習と

した｡1コマ目の最後にOPAC検索実習の時間

を設け,実習時間で検索をして見つけた図書を2

コマ冒開始までに図書館から借 りてくる宿題を課

した｡この実習内容と宿題が,レポートの内容の

中心である｡

卒業研究などの段階に応じた情報リテラシー教

育支援は,国内文献検索講習会,国内+海外文献

検索講習会の2コースを実施している｡国内文献

検索講習会は,WebcatPlus,CiNiiの使い方を

紹介するものである｡ 国内+海外文献検索講習会

は国内文献検索講習会の内容に加 え,Webof

Scienceの使い方の紹介をしている｡生物資源学

部生物圏生命科学科の ｢生物圏生命科学技術者教

育 プ ログ ラム｣はJABEE (JapanAccredita-

tionBoardforEngineeringEducation:日本技

術者教育認定機構)の認定を受けているが,この

プログラムの一部に国内+海外文献検索講習会が

採用されている｡

2.2.導 入

附属図書館が実施している講習会のうち,学部

初期段階の講習会で,まずMoodleを導入するこ

とにした ｡

すべての講習会で必ず検索実習を行うため,ネ

ットワークパソコンが使用できる環境で実施して

いたことがe-1earningシステムを取 り入れるた

めの下地となった｡

テス トケースとして,まず平成 17年度後期に

工学部分子素材工学科の必修授業 ｢化学基礎｣に

おける図書館講習会で,"三重大学Moodle"を

導入することにした｡この講習会を選んだ理由

は,工学部の学生は比較的パ ソコンの操作に抵抗

がないこと,10人程度の班単位での講習会であ

るため,操作上のフォローがしやすいことの2点

である｡

半年間,試行期間として使用した結果,パソコ

ン上の操作がデータベース検索だけではなくe-

1earningシステムへのログイン等の操作 も必要

で煩雑になるため,講習会全体の理解度が若干低

下するといった反省点もあったが,アンケートの

傾向をグラフ化したものをその場で見せることで

学生のモチベーションが上がるなどのメリットが

感じられた｡

"三重大学 Moodle''を利用するための学生用

のアカウントが,ネットワーク利用や講義の受講

登録も含めて,すべて学籍番号と共通の ｢統一ア

カウント｣になり,学生にとってシステム利用の

ハードルが下がったこと,平成 18年度からは高

等学校で ｢情報｣を履修してきた学生が入学して

くるため,操作に対応できると予測できたことか

ら,平成 18年度から学部初期段階のすべての講

習会で活用できるのではないかと考えた｡そこ

で,平成 17年度末に情報科学基礎担当の全担当

教員を対象としてE-mail上のアンケー トを実施

し,期待される効果を説明した｡その結果,すべ

ての教員から "三重大学 Moodle"の採用を認め

ていただ くことができた｡"三重大学Moodle"

を用いた講習会の実績は,平成 17年度は12回

(のべ参加人数91名),18年度は59回 (のべ参

加人数 1,917名)であった｡

以下に,実際に使用している機能とその効果に

ついて詳細を述べる (図 1-3)0

2.3.講習会前後のアンケー ト

講習会前アンケー トは学生の現状を知ること,

習得目標を示すことを目的に行い,講習会後アン

ケー トは理解度を把握するために行っている｡導

入当初は "三重大学 Moodle"の ｢投票｣モジュ

ールを使ってアンケー トを行った｡｢投票｣モジ

ュールは,投票した結果をすぐに講師側が見るこ

とができる,教室全体のアンケー ト回答の傾向を

グラフ化してみせることができるといったメリッ

トがある反面,1つの投票のたびに画面を切 り替

える必要があり,煩雑であった｡このため開発担
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当の教員に相談 した ところ,平成 18年後期から

は ｢アンケー ト｣モジュールを追加していただく

ことができた｡｢アンケー ト｣では,1画面で複

数の回答をしてもらうことが可能になり,省力化

につながった (図 4,5)｡
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コ
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ールする法則を考えよう2008年度版三
重大学人文学部紹介DVDを.､ 見て広報を成功さ

せる法則を皆で考えま､′ す｡学内外､年
齢､職業､立場を問いません｡ど77iたでも歓
迎します｡ランチ持参で気軽にこ参加くだ

さい｡(入場無料)日時:7月4日 (水)
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)アメリカ研究の会図1 Moodleトップ画面 2.4. テキス トテキス トはパワーポ

イントで作成し,講師が前のスクリーンで操作しながら

説明をしている｡パワーポイントのファイルをP
DF化 して "三重大学 Moodle''にも搭載

しているので,学生は手元のパソコンでPDFのテキス トを参照 し

つつ,請師の説明を聞き,実習時にはウインドウを

切 り替えて検索をするというスタイルを取ってい

る｡2.5.課 題検索実習課題 を "三重

大学 Moodle"の ｢投票｣モジュールを使って

行っている｡ 回答形式を多肢選択にし,学生の回答結果をリアルタイムでグラフ表

示しながら解説を加えることで自らの検換 三重大学M
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250 薬学図書館 52(3),2007

講習会後アンケート

'マークの平間13､必妻IE]苔です｡

*1 情報 リテラシーについて理解できましたか?

CJl はい

02 いいえ

♯2 これからoPACは使うことができそうですか ?

C31 ほい

02 いいえ

や3 今後必要な.情報(文献)を自分で見つけられそうですか?

(〕1 はい

C2いいえ

+4
帽章即実索講習会(3全体的にいかがでしたか ?

C1 よくわかった

C 2 だいたいわかった

C33あまりわからfiかった

C)4 わからなかった

+5 講習会の難易度は全体的にいかがでしたか ?

C
f':,
く)
く)
C

とても簡単だった

やや簡単だった

ちょうどよかった

やや夏庄しかった

とても幸ル かった

6 講習会の感玖 図書館へのこ意見等をお書きください｡

I(apt)滅…州〝遜 D L 立や K- 2{恥 品も 賢 妻r7rl

F 暮 l I .IllI_=:≡･7･:I･ち匂…-J.L- ～ -E)□⑬ゆ 磨 く〉ja

Lアンケ十奉送(書す争l 図

4 講習会アンケート画面索手法 ･結果を見直す

きっかけとなり,課題遂行のモチベーション向上に役立ってい

る｡2.6. レポー ト2コマコースの講習会

の場合,2日目にレポートを書き,提出する課題

を出している｡｢課題｣モジュールを使い,レ

ポー トを直接Web上で書き込み,提出してもら

う｡ このモジュールを使うことにより,学生は課

題をスムーズに提出できるようになった｡図書館

スタッフからもレポー トに対するコメントを書き

込むことで,容易に本人にフィードバックをするこ

とが可能 となっている｡3. "三重大学 Moodle"導入の効果

3.1.導入前の問題点"三重大学 Moodle

"導入前の講習会には,以下

の 3つの問題点があった｡第 1に,導入前は,

受講生 1人 1人にアンケートを手作業で配布 し,回収 も人的に行っていたた め,時間がかかるう

えに回収漏れがあった｡また,正確に出席してい

たかどうかを把握することは困難で,授業では担当教員が独自に出欠の確

認を取る必要があった｡第 2に,講習会前の

アンケー トで聞いている学生のパソコン活用能力

の把握やインターネットの利用状況などの確認は

,なかなか挙手制では確認しにくい部分があった

｡実習補助を必ず付けるようにはしていたが,そ

れでも講師側からのフォローが足 りず,学生のモ

チベーションを一方的な講習スタイルで維持して

いくのは容易ではないと実感するような

ケースも少なくなかった｡第3に,講習会後の

アンケー トの入力作業にかなりの時間がかかり,

職員の負担となっていた｡講習会の規模は大きいも

のでは100人近い場合もあり,1日に3回など

という過密スケジュールの日もある｡アンケー ト

用紙を1枚 1枚手作業で入力していくのは人的 ･時
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講習会後アンケート

1.情報リテラシーについて理解できましたか9

回害
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2.これからOPACは使うことができそうですか?

1000% 23
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3今後必要な情報(文献)を自分で見つけられそうですか?

回書
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アンケート結果画面非効率であった｡つまり,講

習会の教育的側面においても,経済的側面におい

ても,従来の講習会では費用対効果が低かったと

言わざるを得ない｡ところが,"三重大学 Moodl

e''を講習会に導入することで,Moodleのシ

ステムからアンケート情報を一括でダウンロード

することによって人的 ･時間的コス トが大幅に軽

減できるようになった｡そのうえ,アンケー ト集

計結果が講習会中に公開でき,学生とのコミュニ

ケーションのツールとして活用することまでで

きるようになった｡3.2. コミュニケーシ

ョン面での導入効果講習会の実施で難しいのが

,いかに学生とのコミュニケーションをとりつつ

講習会を進めるかという点であった｡特に学生の

反応を知ることは講習会を実施するうえで重要な

ポイントであるが,投票結果の棒グラフを同時的

に参照できる環境というのは,"三重大学 Moodle

''導入以前は実現されていなか った｡しか し,

"三重大学 Moo-dle"の ｢アンケー ト｣や ｢

課題｣モジュールを利用することで,学生の進捗状況を逐次確認する ことができるため,｢進捗

状況｣や ｢回答内容(正答率や誤解しやすい点)｣

を講師側も,学生側も相互確認することができる

｡また,学生自身も自分たちの回答や反応が直接

返ってくることによって講習会へのモチベーショ

ンが高まった｡即時的 ･同時的に情報の共有が可

能になると,受講生と講師の間でのインタラクテ

ィブ (双方向的)なやり取 りが生まれ,その場の

状況に合わせた講習会づ

くりが可能となる｡また,"三重大学 Moodle

"上にテキス トを掲載することにより,受講後い

つでも参照することができるため,講習会を欠席

した学生にも,講習会の内容を知ってもらうこと

が可能になった｡さらに出欠よりも課題が重視さ

れる授業の場合は,担当教員の了解を得たうえで

後日課題を提出してもらい,成績評価の対象にし

ていただいた事例もあった｡課題レポー トについ

ての図書館からのコメントに学生から返事が来た

り,学生が必要としているのに蔵書になかった図

書を選書するチャンネルとしても機能している｡ こ
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もコース内容を見て,質問があれば図書館のカウ

ンターやWeb上で質問ができることで,図書館

と学生とのコミュニケーションが,講習会後も継

続できるようになった｡

3.3.経費節減面での導入効果

従来 は,アンケー トを実施す るために年間

1,900枚近 くの紙を使用していた｡しかし,大規

模講習会で "三重大学 Moodle"を導入すること

により,アンケー ト用紙 として使用する紙が不要

になった｡また,講習会テキストを教室前方のス

クリーンで映写するほか,プリントとして配布し

ていたが,これも "三重大学 Moodle"上で直接

参照できることから,画面を小さく印刷すること

でテキストの枚数を約 3,800枚減らすことができ

た｡印刷用紙が削減できるということは,その印

刷のための トナーを削減していることでもある｡

これらの活動が,全学事務職員が取り組んでい

る ｢業務改善活動｣の成果として認められ,平成

17年度後期の成果発表会で2位に入賞し,学長

から表彰状をいただいた｡ 教育効果向上と経費節

減の両面から "三重大学 Moodle"の導入効果が

認められることで,大学の教育改革の効果を実証

するとともに,図書館の活動を大いにアピールす

ることができたのである｡｢現場力｣とは,｢サー

ビス向上と経費節減 というような,一見矛盾する

目標をも達成する力である｣と述べられた学長の

言葉が印象に残っている｡

4.学内研修に参加 して

平成 18年 7月に,高等教育創造開発センター

主催で ｢Moodleのいろいろな使い方 !｣という

研修会が開催 された｡これは "三重大学 Moo-

dle"活用法をお互いに知ることにより,積極的

な活用を促すことを目的とするものである｡ 附属

図書館の職員も2名参加した｡

4.1. 活用事例

教員が海外出張をしている場合,出張先で動画

を撮影し,その動画を "三重大学 Moodle"に掲

載して学生に見せているという例,プログラミン

グを課題 とする授業の場合は課題を紙で提出させ

ていたが "三重大学 Moodle"上で提出をさせる

ことによって学生の負担を減らすことができるよ

うになった例,ゼミでの共同作業のツールとして

用い,授業の合間に学生同士が情報交換をしてい

る例などが紹介された｡

4.2.意見交換

"三重大学 Moodle"を授業で取 り入れている

教員からは,提出課題に対する添削結果を学生が

見られることが便利で,より ｢インタラクティブ

な課題｣が出しやすいという意見が出された｡一

方,学生に自由な時間に書き込みをさせる課題を

出す と,どれ くらいの頻度で "三重大学 Moo-

dle''を見に行けばよいのか,バランスが問題だ

という意見もあった｡誰かが書き込みをするたび

にメールで受け取るようにするとかなりの負担に

なるため,受講人数の多寡によって,コミュニケ

ーションの手段を使い分けているという報告もあ

った｡

e-1earningシステムを大学教育に取 り入れるポ

テンシャルは大きいが,まだまだ活用文化が成熟

しておらず,手探 り状態である｡各教員の活用事

例を知ることで,図書館でも新たなる可能性を見

つけることができた｡特に動画を取 り入れている

教員の例は,｢図書館の使い方｣を動画で紹介し

たいと考えている我々にとって参考になった｡な

お,研修会では図書館の活用事例も報告をし,好

評を得ることができた｡

5.今 後 の 展 開

現在は講習会のみで "三重大学 Moodle"を活

用しているが,今後はぜひ既存の講習会の枠を超

えた活用をしていきたいと考えている｡

5.1.講習会受講証明書の自動発行

学部後期から大学院生を対象として実施してい

るJABEE対応の講習会では,受講証明書を発行

している｡ 現在は手書きで発行をしているが,

"三重大学 Moodle''のログイン情報を用いて,

出席した学生に対してオンラインで受講証明書を

発行できるよう工夫したいと考えている｡

5.2.動画の配信

三重大学の教員の中にはすでに動画を "三重大

学 Moodle"に掲載している例もあるが,図書館

でも利用方法を紹介する動画を "三重大学 Moo-

dle''を通 して学生に提供したいと考えている｡
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このことにより,図書館以外の場所で講習会を実

施 していても自動貸出返却装置や入退館システ

ム,電動集密書庫など,口頭では説明しにくい設

備を居ながらにして実感していただくことができ

る｡ また,バーチャルで図書館の一端を見せるこ

とにより,図書館利用を促す効果が期待される｡

5.3. 学術機関リポジ トリMIUSEとの連携

三重大学では ｢三重大学学術機関リポジトリ研

究教育成果コレクション :MIUSE｣を構築 し,

学内外に三重大学の成果を発信している｡学術機

関 リポジ トリとは,学内研究者の論文などを収

集,蓄積,保存し,インターネットで発信するた

めの教育 ･研究成果の貯蔵庫であ り,日本で も

40以上の大学等で機関 リポジ トリが公開されて

いる｡三重大学は,平成 18-19年度の国立情報

学研究所による次世代学術コンテンツ基盤共同構

築事業の委託を受けて構築 し,平成 19年 3月か

らMIUSEの本運用を開始した｡

しかしながら,Google等の検索エンジンのシ

ンプルな検索窓で,｢とりあえず｣検索して上位

にヒットした内容を出典 も確かめずに気軽にレポ

ー トで使 う学生が増えている昨今,MIUSEのよ

うにほとんど ｢論文｣に限られたデータベースを

学生が単独で使 うとは考 えに くい｡そ こで,

MIUSEだけではな くOPACや各種データベー

スを統合検索するシステムを開発 し,"三重大学

Moodle"や "Webシラバス"の画面上に検索窓

を設置することを検討している｡この検索窓を使

うことで,大学教育現場の中で自然に学術情報を

検索 ･利用しやすい環境を実現し,教育ツールと

しての側面を強化することが期待されている｡

お わ り に

"三重大学 Moodle''を活用 した講習会を通 し

て,図書館 と学生がコミュニケーションをとるこ

とは,講習会自体の成功だけでなく,その後の学

生の図書館利用を促す効果があると考えられる｡

さらに,教育者 としての教員に対しても,学生と

のコミュニケーションの幅を広げるきっかけにな

った｡

大学というコミュニティの中で,研究支援 ･教

育支援 ･地域貢献 という3つの機能を果たすこと

は図書館の使命であるが,その存在が真に認めら

れることは容易ではない｡しかしながらこれまで

の図書館の枠を超え,教員とのパー トナーシップ

を強化しつつ,学生ひいては教員へのサービス向

上を実現していけば,図書館の存在意義を高める

ことは可能であると考えている｡ そのための努力

を,今後も続けていきたい｡

最後に,図書館からの要望をいつも前向きに受け

止め,…三重大学Moodle"の機能拡張や トラブルへ

の対処をしてくださっているmoodle-support@cc.

mie-u.ac.jp関係の皆さまに,この場をお借りして感

謝いたします｡
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